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第 4 章においては，第 2 章で取り扱った 2 種類の 2 次元的曲面反射板からなる反射形ピ{ムウ
ェーブガイドを実験的に取り扱い，伝送損失，界分布などの特性を明らかにしている。さらに，
第 2 章で与えた理論特性の対応性を明らかにしている。
















第 9 章は第 2 章および第 3 章の補遺である。
第10章は，本論文の結論で，本研究で得られた成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文はサプミリ波以下の波長範囲における有用な伝送系の 1 つである電磁波ビームウェーブ
ガイドに関して詳細な検討を加えたもので，本論文の主たる成果は下記に要約できる。
(1) 2 次元的曲面反射板から成る反射形電磁波ビームウェーブガイドを波動論的立場と幾何光学
的立場から比較検討し，両者の聞の対応関係を明らかにしたとと。
(2) 反射形電磁波ビームウェーブガイドを鉄道における障害物探知システムヘ応用し，障害物探
知能力の程度を明らかにするとともに，工学的応用の立場から電磁波ビームウェープガイドの
問題点を指摘したこと。
以上のように，本論文はサブミリ波以下の波長範囲における伝送系の開発に寄与するところが
大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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